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第
五
十
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
河
川
情
報
対
策
室
」
を
「
河
川
情
報
企
画
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
第
一
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に「（
河
川
情
報
企
画
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
四

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

河
川
情
報
企
画
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

河
川
等
、
水
資
源
の
開
発
又
は
利
用
の
た
め
の
施
設
、
砂
防
設
備
並
び
に
地
す
べ
り
防
止
施
設
及
び
ぼ
た
山
崩

壊
防
止
施
設
に
関
す
る
中
長
期
的
な
計
画
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
国
際
関
係
に
係
る
も
の
に
関

す
る
こ
と
。

二

河
川
等
及
び
海
岸
に
関
す
る
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、気
象
、

水
位
及
び
地
形
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
情
報
の
収
集
、
処
理
及
び
提
供
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
、
調
整
並
び

に
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
九
条
第
五
項
中
「
河
川
情
報
対
策
室
」
を
「
河
川
情
報
企
画
室
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
の
見
出
し
中
「
流
水
管
理
室
及
び
流
域
治
水
室
」
を
「
河
川
保
全
企
画
室
及
び
流
水
管
理
室
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
河
川
環
境
課
に
、」の
下
に
「
河
川
保
全
企
画
室
及
び
」
を
加
え
、「
及
び
流
域
治
水
室
」
を
削
り
、
同

条
第
四
項
及
び
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一

項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

河
川
保
全
企
画
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

河
川
管
理
施
設
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
（
治
水
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

河
川
区
域
内
の
土
地
の
占
用
の
許
可
そ
の
他
の
規
制
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、技
術
的
審
査
に
関
す
る
こ
と（
流

水
管
理
室
及
び
水
利
技
術
調
整
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

三

洪
水
予
報
、
特
別
警
戒
水
位
及
び
水
防
警
報
に
関
す
る
こ
と
。

３

河
川
保
全
企
画
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
六
十
一
条
の
見
出
し
を「（
事
業
管
理
室
及
び
流
域
治
水
室
並
び
に
治
水
企
画
官
、
技
術
調
整
官
及
び
河
川
整
備
調

整
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
河
川
保
全
企
画
室
及
び
」
を
削
り
、「
並
び
に
河
川
整
備
調
整
官
」
を
「
及
び
流
域

治
水
室
並
び
に
治
水
企
画
官
、
技
術
調
整
官
及
び
河
川
整
備
調
整
官
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項

を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
河
川
環

境
課
及
び
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

流
域
治
水
室
は
、
流
域
に
お
け
る
治
水
及
び
水
利
に
関
す
る
施
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
も
の

を
つ
か
さ
ど
る
（
水
政
課
及
び
河
川
計
画
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

５

流
域
治
水
室
に
、
室
長
を
置
く
。

６

治
水
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
治
水
課
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

７

技
術
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
治
水
課
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
技
術
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及

び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
六
十
二
条
中
「
治
水
課
」
を
「
河
川
環
境
課
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
の
見
出
し
を「（
砂
防
管
理
室
及
び
地
震
・
火
山
砂
防
室
並
び
に
砂
防
計
画
調
整
官
）」に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
砂
防
管
理
室
」
の
下
に
「
及
び
地
震
・
火
山
砂
防
室
」
を
加
え
、「
及
び
火
山
・
土
石
流
対
策
官
そ
れ
ぞ
れ
」

を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

地
震
・
火
山
砂
防
室
は
、
土
砂
災
害
（
地
震
に
よ
る
も
の
に
限
る
。）及
び
火
山
災
害
の
防
止
に
関
す
る
企
画
及
び

立
案
、
調
整
並
び
に
指
導
に
関
す
る
も
の
を
つ
か
さ
ど
る
。

５

地
震
・
火
山
砂
防
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
七
十
一
条
中
「
地
方
道
・
環
境
課
」
を
「
環
境
安
全
課
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
中
見
出
し
を「（
有
料
道
路
調
整
室
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
有
料
道
路
課
に
、
有
料
道
路
調
整
官

一
人
」
を
「
高
速
道
路
課
に
、
有
料
道
路
調
整
室
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
有
料
道
路
調
整
官
は
、命
を
受
け
て
」

を
「
有
料
道
路
調
整
室
は
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
に
係
る
特
定
事
項
」
を

削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中
「
に
関
す
る
特
定
事
項
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

有
料
道
路
に
関
す
る
事
業
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
既
存
の
有
料
道
路
の
有
効
活
用
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る

こ
と
。

第
七
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

有
料
道
路
調
整
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
七
十
七
条
の
見
出
し
中
「
住
宅
瑕
疵
担
保
対
策
室
」
の
下
に
「
並
び
に
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
住
宅
瑕
疵
担
保
対
策
室
」
の
下
に
「
並
び
に
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
関
す
る
も
の
」
の
下
に「（
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
官
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
用
・
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
官
は
、
命
を
受
け
て
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
新
工
法
及
び
施

工
技
術
の
指
導
及
び
助
成
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
及
び
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
事

務
（
住
宅
瑕
疵
担
保
対
策
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

第
七
十
八
条
の
見
出
し
中
「
建
築
安
全
調
査
室
」
を
「
建
築
業
務
監
理
室
、
建
築
安
全
調
査
室
」
に
改
め
、「
及
び
建

築
業
務
監
理
官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
建
築
指
導
課
に
」
の
下
に
「
、
建
築
業
務
監
理
室
」
を
加
え
、「
及
び
建

築
業
務
監
理
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
三
項
か
ら

第
五
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）」を
削
り
、
同
項

を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

建
築
業
務
監
理
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
若
し
く
は
建
築
士
法（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）

又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
、
認
証
、
承
認
、
登
録
又
は
免
許
を
受
け
た
者
が

こ
れ
ら
の
法
律
又
は
命
令
に
基
づ
き
行
う
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
調
整
、
指
導
及
び
監
督
に
関
す
る
こ
と
。

二

争
訟
に
関
す
る
こ
と
。

３

建
築
業
務
監
理
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
八
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
新
高
速
鉄
道
企
画
官
）

第
八
十
一
条

幹
線
鉄
道
課
に
、
新
高
速
鉄
道
企
画
官
一
人
を
置
く
。

２

新
高
速
鉄
道
企
画
官
は
、
命
を
受
け
て
、
中
央
新
幹
線
の
整
備
そ
の
他
の
全
国
的
な
高
速
輸
送
体
系
の
形
成
に
資

す
る
幹
線
鉄
道
等
の
整
備
に
関
す
る
特
定
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

第
八
十
三
条
の
見
出
し
を「（
駅
機
能
高
度
化
推
進
室
及
び
旅
客
輸
送
業
務
監
理
室
並
び
に
地
域
鉄
道
戦
略
企
画
官
及

び
輸
送
障
害
対
策
推
進
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

鉄
道
業
務
政
策
課
に
、
駅
機
能
高
度
化
推
進
室
及
び
旅
客
輸
送
業
務
監
理
室
並
び
に
地
域
鉄
道
戦
略
企
画
官
及
び

輸
送
障
害
対
策
推
進
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
置
く
。

第
八
十
三
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。

２

駅
機
能
高
度
化
推
進
室
は
、
既
存
の
鉄
道
等
の
用
に
供
す
る
施
設
（
旅
客
の
乗
降
、
待
合
い
そ
の
他
の
用
に
供
す

る
も
の
に
限
る
。）の
機
能
の
高
度
化
の
推
進
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

３

駅
機
能
高
度
化
推
進
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
八
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

輸
送
障
害
対
策
推
進
官
は
、
鉄
道
等
に
よ
る
輸
送
の
障
害
時
に
お
け
る
旅
客
の
利
便
の
確
保
に
関
す
る
企
画
及
び

立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。
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